
七 分 解 能 は 、 ク ラ ッ タ の な い 状 態 に お い て 次 の 条 件 に 合 致 す る も の で あ る こ と 。 六 分 解 能 は 、 次 の 条 件 に 合 致 す る も の で あ る こ と 。

イ 一 ・ 五 海 里 以 下 の 距 離 レ ン ジ で あ つ て 、 選 定 し た 距 離 レ ン ジ の 十 分 の 六 以 上 の 値 の 位 置

に お い て 測 定 位 置 か ら 等 距 離 に あ り 、 か つ 、 方 位 角 二 ・ 五 度 以 内 に あ る 二 の 物 標 を 区 別 し

て 表 示 で き る こ と 。

イ 一 ・ 五 海 里 以 下 の 距 離 レ ン ジ で あ つ て 、 選 定 し た 距 離 レ ン ジ の 二 分 の 一 以 上 の 値 の 位 置

に お い て 測 定 位 置 か ら 等 距 離 に あ り 、 か つ 、 方 位 角 二 ・ 五 度 以 内 に あ る 二 の 物 標 を 区 別 し

て 表 示 で き る こ と 。

ロ 〇 ・ 七 五 海 里 以 下 の 距 離 レ ン ジ で あ つ て 、 選 定 し た 距 離 レ ン ジ の 二 分 の 一 以 上 の 値 の 位

置 に お い て 同 一 の 方 向 に あ り 、 か つ 、 相 互 に 四 〇 メ ー ト ル 離 れ た 二 の 物 標 を 区 別 し て 表 示

で き る こ と 。

ロ 一 ・ 五 海 里 以 下 の 距 離 レ ン ジ で あ つ て 、 選 定 し た 距 離 レ ン ジ の 二 分 の 一 以 上 の 値 の 位 置

に お い て 同 一 の 方 向 に あ り 、 か つ 、 相 互 に 四 〇 メ ー ト ル 離 れ た 二 の 物 標 を 区 別 し て 表 示 で

き る こ と 。

八 ﹇ 略 ﹈ 七 ﹇ 同 上 ﹈

九 ﹇ 略 ﹈ 八 ﹇ 同 上 ﹈

十 レ ー ダ ー の 性 能 が 一 〇 デ シ ベ ル 以 上 低 下 し た こ と を 確 認 す る こ と が で き る 機 能 を 有 す る も

の で あ る こ と 。

九 レ ー ダ ー の 性 能 が 低 下 し た こ と を 確 認 す る こ と が で き る 機 能 を 有 す る も の で あ る こ と 。

十 一 〜 十 五 ﹇ 略 ﹈ 十 〜 十 四 ﹇ 同 上 ﹈

﹇ 削 る ﹈ 十 五 三
G
H
z

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る レ ー ダ ー で あ つ て 、 現 用 す る 施 行 規 則 第 三 十 一 条 第 二

項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る も の に 替 え て 半 導 体 素 子 を 使 用 す る も の の パ ル ス 幅 は 、 次

の と お り で あ る こ と 。

イ Ｐ 〇 Ｎ 電 波 を 使 用 す る 場 合 一 ・ 二 マ イ ク ロ 秒 以 下

ロ Ｑ 〇 Ｎ 電 波 を 使 用 す る 場 合 二 二 マ イ ク ロ 秒 以 下

﹇ 十 六 略 ﹈ ﹇ 十 六 同 上 ﹈

﹇ ３ 略 ﹈ ﹇ ３ 同 上 ﹈

別表第二号（第６条関係） 別表第二号（第６条関係）
［第１～第74 略］ ［第１～第74 同左］
第75


2900MHzから3100MHzまで及び9300MHzから9500MHzまでの周波数の電波を使用


する船舶に設置する無線航行のためのレーダー（施行規則第31条第２項第１号から第４号ま

でに掲げるものに替えて半導体素子を使用するものに限る。）の占有周波数帯幅の許容値は、

第１から第４までの規定にかかわらず、次のとおりとする。


［新設］

１

2900MHzから3100MHzまでの周波数を使用するもの


100MHz


２

9300MHzから9500MHzまでの周波数を使用するもの


110MHz


別表第三号（第７条関係） 別表第三号（第７条関係）
［１～14 略］ ［１～14 同左］
15 無線測位業務


を行う無線局の送信設備（基本周波数の平均電力が１Ｗを超えるもの（９


GHz帯船舶用レーダーを除く。）に限る。


）の帯域外領域におけるスプリアス発射の強度の許
容値（基本周波数が470MHz以下のものを除く。）及びスプリアス領域における不要発射の強
度の許容値は、２に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。ただし、一次レーダー（決
定しようとする位置から反射される無線信号と基準信号との比較を基礎とする無線測位の設
備をいう。）の参照帯域幅及び帯域外領域とスプリアス領域の境界の周波数は、総務大臣が別
に告示する値とする。

15 基本周波数の平均電力が１Ｗを超える無線測位業務


を行う無線局の送信設備


の帯域外領域
におけるスプリアス発射の強度の許容値（基本周波数が470MHz以下のものを除く。）及びス
プリアス領域における不要発射の強度の許容値は、２に規定する値にかかわらず、次のとお
りとする。ただし、一次レーダー（決定しようとする位置から反射される無線信号と基準信
号との比較を基礎とする無線測位の設備をいう。）の参照帯域幅及び帯域外領域とスプリアス
領域の境界の周波数は、総務大臣が別に告示する値とする。

［表略］ ［表同左］
［注 略］ ［注 同左］
［16～64 略］ ［16～64 同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 傍 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 傍 線 は 注 記 で あ る 。
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